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論  文  名 〈時間〉の痕跡――プルースト『失われた時を求めて』全 7 篇をたどる 
 本論文は、20 世紀前半に活躍したフランスの小説家マルセル・プルーストの長編小説『失われた
時を求めて』を特にその時間構造に注目して考察したものである。この作品に関しては、最後で主
人公と語り手とが合流して円環を作る、という解釈がこれまでなされてきたが、本論文は、物語の
進行につれて主人公と語り手との距離はむしろ乖離し、語り手は最後に主人公を物語空間の中に置
き去りにしてしまう、という新たな読解を説得的に提示しており、これが最も評価すべき点である。
また、こうした分析を可能にしたのは、テキストの精緻な読解のみならず、文学理論や言語学理論、
特にバンヴェニスト、ヴァインリヒ、ヴュイヨームらの時制論や時間論への論者の深い理解である。 
 序章は、先行研究の批判的検討である。当該小説の時間性については「出来事の実在性」を優先
させる立場と「時間の実在性」を優先させる立場とがあることを指摘し、論者は後者の立場に立つ
ことを述べる。 
第１章は『サント＝ブーヴに反論する』の草稿をもとに書かれた「不眠の夜」冒頭部の分析であ
る。また特に、ヴュイヨームの「主虚構」と「二次虚構」が分析概念として有効であることが指摘
された。 
第２章は「コンブレーの時代」、第３章は「スワンの恋」、第４章は「土地の名の夢想」、「パリの
スワン家のほう」、第５章は「バルベック I」、第７章は「バルベック II」、第８章は「アルベルチ
ーヌの物語」のそれぞれの時間構造の分析である。 
第９章は「シャルリュス氏の物語」の時間構造の分析である。一人称の語りでは語り手がつねに現
場に居合わせ、結果的に二次虚構が優勢となるが、論者は、『失われた時を求めて』では一般的な一
人称の語りとは異なりむしろ主虚構が優勢、かつ三人称小説に特徴的な全知の語り手があらわれてお
り，この意味でこの作品は伝統的な自伝文学から逸脱している、ときわめて重要な指摘をしている。 
第１０章は「長い一日」の時間構造の分析であり、二次虚構の嵌入の分析についで、主虚構と二次
虚構の区別のない言説という新たな概念が提示された。 
終章は、全体のまとめとして作品のクロノロジーと歴史的事象とを対照した年表を提示し、またこ
の小説の自伝的価値や文学史上でもつ位置について考察を加えている。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
